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から二月二日まで行った 小アラル海でのフィー ドワークの結果に基づいている。調査実施にあたってご協力 ただ た、ニコライ・アラディン博士（ロシア科学アカデミー 動物学研究所・教授） 、クアヌシ・イスベコフ氏（カザフ漁業研究所・所長） 、ザウルハン・エルマハノフ氏（カザ漁業研究所アラル支部・支部長）に感謝したい。一．小アラル海漁業の現在　
一九八九年、ベルグ峡で小アラ
ル海と大アラル海が完全に分離した。アラディン博士らの呼びかけもあり、カザフスタン独立直後の



























九の外来魚種が導入された。しかし、一九九〇年代、小アラル海で唯一の商業漁獲をあげたのは一九七九年にアゾフ海から導入された耐塩性のカレイ 種のみとなった。しかし、コクアラル堤防の完成後は魚種も漁獲量も漸進的に回復傾向にある。世銀プロジェクトでシルダリヤ川河口域にア ラク堰が建設され ことで、アラル海の魚にとって重要な産卵場所であるデルタ部の中小の湖沼への配水と湿地再生が行われている その結果、二〇〇七年には固有種三
氷上での刺し網漁の様子。網にかかった魚はブリーム
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きの石炭ストーブ（いわ るロシアの「ペチカ」 ）を据え付けて、漁期はそ 穴蔵の中 漁師数人で共同生活を送る。獲れた魚 集積所に持って行 、即金で買い取ってもらう。シャワーもトイレもない。妻や子供など家族は村に残り、漁民はゼムリャンカに滞在しながら湖で魚を獲り、数日から数十日に一度、稼いだお金を渡し家に戻るという生活である　
とはいえ、漁民の経済状況は上
向いているようだ。漁民の表情は総じて明るい。漁民の生活・生産活動への支援を行っているＮＧＯ「アラル・テニジ」での聞き取りによると、漁民の平均月収は五万五〇〇〇カザフスタン・テンゲから六万テンゲくらいだという。これは日本円 換算すると約三万七〇〇〇円から四万円である。小アラル海の北側に位置す アケ ペ村のＵ氏は、今は息子と漁業を営んでいるが、月に一〇万テンゲ（約六万七〇〇〇円）稼ぎ出すと
鼻息が荒かった。漁民は自宅で家畜も飼育しているため、これだけあれば日々の生活には事足りるし、貯金 できる。前述の生産協同組合「アクバストゥ」のＫ組合長の言によると、二〇〇〇年に協同組合を立ち上げた当初、一五人から二〇人でラクダに乗って細々と漁をしていたというが、今 は村から一二キロ離れた漁場まで自動車で移動しているという。組合長の自宅は新築で、大型の液晶テレビがあったのが印象的だった。　
小アラル海漁業の復活、旧漁村
の経済状況の改善と共に、それに付随する産業も発展してきている。漁業関連でいえば、アラリスク市にある魚肉加工場「アタメケンルィブプロム」では輸出用のスズキのフィレ肉の加工が行われている。欧州規格 合致 る近代的な設備で加工された良質 フィ肉はドイツにまで輸出されている。アラリスク以外にもカラシャラン村などに小規模な魚肉加工場がある。アラル海に稚魚を放流する、コスジャル村とタ タク町ある産卵場への国家発注も増えている。コスジャル のカムストゥバス産卵場のＮ 長によると、一四〇人もの職員を雇用している









回されるのではなく、外国組織と結託した密売人が安く買 叩くのだという。特に、ロシア、ベラルーシ、カザフスタンの間で関税同盟が結ばれ、二〇一一年七月よりカザフスタン・ロシア国境 の税関検査が廃止された。これよって、小アラル海で密漁・密売された魚が容易に国境を越えてロシアやベラルーシに流通するよになった。また、密売人は魚 中国やウズベキスタンにも流しているという。密売人は岸辺のゼムリャンカまでや て来ては漁民から魚を直接買いつけて持ち去ってゆく。あるいは、漁業権保有者の傘下にない人物がまさに 漁をしてそのまま魚を持ち去るケースもある（参考文献⑤） 。漁業権保有者と密売人との関係につ ても不明瞭だ。また、漁民にとって密売人との直接取引は税金逃れ もなる。 「粗野な資本主義」が かり通っているとの嘆き言葉をアラリスク市では聞いた。　
そこで危惧されるのは、人的要







ルでコクアラル堤防は建設されたが、完成してから半年後には小アラル海は計画水位に達し、特に冬季は水余りで堤防の水門を全開して大アラル海に放 しているという状態なのだ。水門からは水と同時に魚も逃げてしまい、冬季大アラル海に放たれた水 夏季に気温が上昇すると蒸発し 干上がってしまうため、魚も最終的には死んでしまう。コクアラル堤防は主要な産卵場所であ シルダリヤ川の河口からほど近い 、春季に水門を開放すると稚魚が大量に大アラル海に流れ落ちる アラディン博士 当初よりダムの堰高を標高四八メートル すべきだと主張していたという。しかし、クズルオルダ国立大学のトレハン・カルリハノフ教授は、現在の小アラル海の水収支を考慮すれば標高四四メートル以上の水は貯まらないと述べた。水位を上げることで小アラル海の表面積はさらに回復し、漁民にとっては村から岸へのアクセスがより容易になる。また、浅瀬や湿地が広がることで良好な魚 産卵場所も増えるだろう。その めにはシルダリヤ川から小アラル海 年間の流入水量を増やす必要があり、それは灌漑
に水を必要とするウズベキスタンの合意なしには不可能である。　
そこで、対案として検討されて









































































































































ichtyofauna and fishery during the 




































































図　世銀プロジェクト フェーズ 2 による小アラル海の将来図
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